
請
願
第
２
号

「
東
庁
舎
周
辺
整
備
計
画
」

の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
請

願
の
審
査
結
果

反
対
討
論

25
回
の
庁
舎
整
備
特
別

委
員
会
で
議
論
を
交
わ
し

た
。
構
成
員
を
議
員
全
員

と
し
、
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
議
会
は
決

定
を
し
て
き
た
。
平
成
27

年
２
月
の
東
庁
舎
耐
震
診

断
の
結
果
、
防
災
拠
点
と

し
て
は
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
地
震
に
よ
り
崩

壊
の
危
険
が
あ
る
と
診
断
。

ま
た
、
２
庁
分
庁
方
式
の

た
め
、
学
校
と
福
祉
の
連

携
が
し
づ
ら
い
状
況
で
あ

る
。
請
願
に
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
予
算
は
、

国
の
補
助
等
も
使
い
考
え

て
い
く
も
の
で
あ
り
、
庁

舎
整
備
の
予
算
と
は
別
で

あ
る
。
今
は
ま
ず
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る

が
、
白
紙
撤
回
に
は
反
対

で
あ
る
。

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
。

答
　
処
遇
が
一
定
改
善
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方

公
務
員
と
し
て
の
身
分
保

障
が
適
用
さ
れ
、
安
定
し

て
働
け
る
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
と
い
え
ま
す
し
、
安
定

し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
公
務
員
法
が
適
用
さ

れ
る
た
め
、
守
秘
義
務
や

職
務
に
専
念
す
る
義
務
、

法
律
や
上
司
の
職
務
上
の

命
令
に
従
う
義
務
、
政
治

的
行
為
の
制
限
な
ど
の
服

務
規
定
が
か
か
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

手
話
通
訳
や
外
国
語
通
訳

等
の
専
門
的
職
種
の
雇
用

確
保
が
厳
し
い
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
た
め
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
著
し
く
低
下

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問
　
制
度
導
入
に
よ
り
、

人
件
費（
義
務
的
経
費
）が

全
体
的
に
上
が
る
の
か
下

が
る
の
か
。

答
　
従
来
通
り
運
営
し
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
74
号

問
　
モ
ラ
ル
に
訴
え
る
だ

け
で
、
効
果
は
あ
る
の
か
。

答
　
所
有
権
を
明
白
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
規
制
を

か
け
、
啓
発
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
　
罰
則
の
有
無
に
つ

い
て
。

答
　
規
則
で
命
令
書
を
発

行
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
先
ず
は
抑
止
力
と

し
て
の
効
果
を
見
定
め
て

い
き
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
100
号全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
101
号全

員
賛
成
で
可
決

閉
会
中
の
審
査
に
つ
い
て

の
報
告

議
事
案
件

○
所
管
事
務
調
査

市
内
の
農
業
に
つ
い
て

市
民
と
議
会
の
懇
談
会

に
向
け
た
事
前
調
査
を
実

施
。
市
内
の
農
業
情
勢
と

し
て
中
心
的
な
担
い
手
と

な
る
認
定
農
業
者
や
集
落

営
農
法
人
の
農
地
利
用
集

積
状
況
、
作
付
面
積
、
生

産
品
目
、
収
量
等
、
ま
た
、

国
が
進
め
て
い
る
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
推
進
や
農
地

中
間
管
理
機
構
を
活
用
し

た
農
地
利
用
集
積
の
促
進

等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、
安
定
的
な
農
業
経

営
を
持
続
す
る
に
は
、
と

の
質
疑
に
対
し
、
農
業
経

営
の
法
人
化
や
利
用
集
積

に
よ
る
大
規
模
化
で
生
産

コ
ス
ト
を
縮
減
し
経
営
改

善
を
進
め
る
が
、
販
売
価

格
下
落
に
よ
る
利
益
の
減

少
が
課
題
で
あ
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
て
の
施
策
は
と
の
質

疑
に
対
し
て
、
耕
作
放
棄

地
を
無
く
し
、
農
地
を
有

効
利
用
し
、
後
継
者
の
確

保
や
大
規
模
農
家
の
育
成

を
図
る
。
農
産
物
の
付
加

価
値
向
上
、
六
次
産
業
化
、

特
産
品
開
発
を
推
進
す
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論

こ
の
請
願
趣
旨
は
、
子

育
て
事
業
の
優
先
と
現
庁

舎
の
耐
用
年
数
が
20
年
あ

る
間
に
計
画
を
見
直
す
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
議
会

で
認
め
て
き
た
の
は
設
計

予
算
で
あ
り
、
市
民
の
声

を
拾
う
の
が
当
た
り
前
で

あ
る
。
請
願
に
賛
同
し
署

名
を
さ
れ
た
現
時
点
で

１
９
８
５
人
の
声
を
議
会

と
し
て
取
り
上
げ
な
い
の

は
非
常
に
不
自
然
な
民
主

主
義
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
反

対
同
数
と
な
り
、
委
員
長

裁
決
に
よ
り
、
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

閉
会
中
の
審
査
に
つ
い
て

の
報
告

議
事
案
件

○
所
管
事
務
調
査

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
つ
い
て

主
な
質
疑

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

９月議会定例会
付託案件 ４件

産業経済
常任委員会

答
　
今
年
度
５
、６
月
分

の
支
出
額
と
昨
年
度
同
時

期
の
比
較
を
す
る
と
昨
年

度
は
、
人
数
が
３
４
８
人

で
８
千
万
円
を
超
え
て
い

た
が
今
年
度
は
、
２
５
９

人
で
５
千
２
百
万
円
で
す
。

ま
た
、
同
じ
人
数
で
、
月

額
14
万
円
の
昨
年
度
の
支

出
に
対
し
て
、
今
年
度

15
万
８
千
円
と
い
う
こ
と

で
、
１
万
８
千
円
程
度
上

が
っ
て
い
る
課
も
あ
り
、

時
期
、
部
署
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

議
案
第
72
号

問
　
廃
止
に
な
る
令
和
２

年
12
月
31
日
ま
で
の
間
は
、

今
ま
で
通
り
運
営
す
る

の
か
。
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告


